
やさしい中学歴史 11-1 チェック問題  氏名                              

(1) 関ケ原
せきがはら

の戦いで勝利した[①   ]は 1603 年、朝廷
ちょうてい

から征夷
せ い い

大将軍
たいしょうぐん

に任命
にんめい

され、[②  幕府]をつく

った。長期的
ちょうきてき

に安定
あんてい

した政権
せいけん

にするため、[③  氏]を滅
ほろ

ぼした。 

(2) 将軍
しょうぐん

に従
したが

った 1万石
まんごく

以上の領地
りょうち

を持つ武士
ぶ し

を[①   ]という。またその武士の領地と、その領地を治
おさ

めるしくみを[②   ]という。 

(3) 幕府と藩の力によって全国の土地と人民を支配する政治を[①  体制
たいせい

]という。徳川
とくがわ

氏
し

一族
いちぞく

の大名
だいみょう

を

[②   ]という。その中でも、紀州
きしゅう

徳川家、尾張
お わ り

徳川家、水戸
み と

徳川家は[③   ]といわれた。関ケ原

の戦い以前から徳川氏の家臣
か し ん

だった大名を[④   ]といい、関ケ原の戦いのあとに徳川氏に従った大名

を[⑤   ]という。 

(4) 外
と

様
ざま

大名は江戸の[① 近く / 遠く ]に配置
は い ち

された。また幕府が直接
ちょくせつ

支配した地域を[②   ]という。

京都や大阪など重要
じゅうよう

都市
と し

のほか、佐渡
さ ど

金山
きんざん

や石見
い わ み

銀山
ぎんざん

など[③  資源
し げ ん

]が豊富
ほ う ふ

な場所も幕府が直接治め

た。そこには領地が 1 万石未満で将軍に正式に会える[④   ]や、領地が 1 万国未満で将軍に会えない

[⑤   ]が配置された。 

(5) 大名を統制
とうせい

するための決まりである[①   ]が出された。3 代将軍の[②   ]は、「大名は領地と江戸

に交代で住む」制度
せ い ど

である[③   ]を定めた。経済力
けいざいりょく

を弱め、幕府に反抗
はんこう

できなくする狙
ねら

いがあった。 

(6) 将軍を補佐
ほ さ

する役職
やくしょく

は[①   ]であり、江戸の行政
ぎょうせい

や裁判
さいばん

をするのが[②   ]、幕府の財政
ざいせい

を担当
たんとう

するのが[③   ]、寺社
じ し ゃ

の取り締
し

まりをするのが[④   ]である。特に朝廷
ちょうてい

や西国
さいごく

大名
だいみょう

を監視
か ん し

する

ために[⑤   ]が置かれた。また[⑥   ]という決まりをつくり、天皇
てんのう

や公家
く げ

の行動
こうどう

を制限
せいげん

した。 

(7) 江戸幕府は安定
あんてい

して年貢
ね ん ぐ

をとるために身分
み ぶ ん

制度
せ い ど

を整
ととの

え、人々は[①  、  、  ]に区別
く べ つ

された。この

中で支配
し は い

階級
かいきゅう

は[②   ]であり、名字
みょうじ

や帯刀
たいとう

が許
ゆる

された。また幕府は農民を取り締まるため、[③   ]

という制度をつくり、年貢の納入
のうにゅう

や犯罪
はんざい

について連帯
れんたい

責任
せきにん

を負
お

わせた。 

 

(1)① (1)② (1)③ 

(2)① (2)② (3)① 

(3)② (3)③ (3)④ 

(3)⑤ (4)① (4)② 

(4)③ (4)④ (4)⑤ 

(5)① (5)② (5)③ 

(6)① (6)② (6)③ 

(6)④ (6)⑤ (6)⑥ 

(7)① (7)② (7)③ 

 

  



やさしい中学歴史 11-2 チェック問題  氏名                              

(1) 徳川
とくがわ

家康
いえやす

は貿易
ぼうえき

をさかんにしようと[①   ]という渡航
と こ う

許可書
きょかしょ

を発行
はっこう

した。それを与
あた

えられた貿易
ぼうえき

船
せん

を

[②   ]という。これにより東南
とうなん

アジアの各地
か く ち

に移住
いじゅう

した日本人
にほんじん

によって[③   ]が形成
けいせい

された。 

(2) 江戸
え ど

幕府
ば く ふ

はキリスト教を恐
おそ

れ、1624 年[① スペイン船
せん

 / ポルトガル船 ]の来航
らいこう

を禁止
き ん し

した。1637 年に

は、キリスト教徒
きょうと

への迫害
はくがい

などに苦しんでいた九 州
きゅうしゅう

の百 姓
ひゃくしょう

たちが、[②  一揆
い っ き

]を起こした。それに

より幕府はさらにキリスト教の禁止を徹底
てってい

し、1639 年[③ スペイン船 / ポルトガル船 ]の来航を禁止

した。そして幕府は特定
とくてい

の国
くに

以外
い が い

と関係
かんけい

を持たなくなった。これを[④   ]という。 

(3) 江戸幕府は、ヨーロッパの国の中では、キリスト教を広める心配のない[①   ]とだけ、長崎の

[②   ]という人工
じんこう

島
とう

を通して交流
こうりゅう

した。世界のできごとを[③   ]という報告書
ほうこくしょ

にまとめ、毎年
まいとし

提出
ていしゅつ

させた。その他にも明
みん

に代わって中国を支配した[④   ]とも、長崎
ながさき

に[⑤   ]と呼ばれる

中国人
ちゅうごくじん

居住
きょじゅう

区
く

をつくって、交流した。 

(4) 江戸幕府は、朝鮮
ちょうせん

とは[①  藩
はん

]を通して交易
こうえき

した。朝鮮は、幕府の将軍が代わるたびに、お祝いのため

[②   ]という使節
し せ つ

を日本に派遣
は け ん

した。琉 球
りゅうきゅう

王国
おうこく

(今の沖縄
おきなわ

)とは[③  藩]を通して交流した。蝦夷地
え ぞ ち

(今の北海道
ほっかいどう

)とは[④  藩]を通して交流した。蝦夷地に住むアイヌの人々は不利
ふ り

な交易に不満を持ち、

[⑤   ]を指導者
しどうしゃ

として戦いを挑
いど

んだが、鎮圧
ちんあつ

された。 

(5) 江戸幕府はキリスト教の禁止を徹底するために、全ての人を必ずどこかの寺院
じ い ん

に属
ぞく

させ、キリスト教でな

いことを証明
しょうめい

させる[①   ]を行った。またキリスト教信者
しんじゃ

を見つけるために、キリストや聖母
せ い ぼ

マリア

の像を踏
ふ

ませる[②   ]を行った。 

 

(1)① (1)② (1)③ 

(2)① (2)② (2)③ 

(2)④ (3)① (3)② 

(3)③ (3)④ (3)⑤ 

(4)① (4)② (4)③ 

(4)④ (4)⑤ (5)① 

(5)②   

 

  



やさしい中学歴史 11-3 チェック問題  氏名                              

(1) 江戸
え ど

時代
じ だ い

の陸路
り く ろ

について、右図の①～⑤の名前を答えよう。また全て合わ

せて[⑥   ]という。 

(2) 右下図の江戸時代の海路
か い ろ

について、①を[① 東廻
ひがしまわ

り航路
こ う ろ

 / 西廻
にしまわ

り航路 ]、

②を[② 東廻り航路 / 西廻り航路 ]という。また③の南海路
なんかいろ

では、荷物
に も つ

や

酒
さけ

などを運ぶ[③  や   ]という定期
て い き

船
せん

が運行
うんこう

されていた。 

(3) 江戸時代の都市
と し

について、大阪は「[①   ]」と呼ばれ、商業の中心で、 

各藩
かくはん

が米や特産物
とくさんぶつ

を保管
ほ か ん

した[②   ]も多くあった。 

江戸は「[③   ]」と呼ばれ、世界
せ か い

有数
ゆうすう

の都市だった。  

 

 

 

 

 

 

(1)① (1)② (1)③ 

(1)④ (1)⑤ (1)⑥ 

(2)① (2)② (2)③ 

(3)① (3)② (3)③ 

 

  



やさしい中学歴史 11-4 チェック問題  氏名                              

(1) 江戸
え ど

幕府
ば く ふ

は武力
ぶりょく

で政治
せ い じ

を行う武断
ぶ だ ん

政治
せ い じ

をやめて、思いやりの心などで社会の安定
あんてい

を維持
い じ

しようとする 

[①  政治]を行うようになった。そのために儒学
じゅがく

の中でも[②  学]を学問の中心にすえた。 

(2) 5 代将軍[①   ]の時代には、[②   ](京都や大阪のこと)中心に[③  文化]が栄
さか

えた。「見返り美

人図」など浮世絵
う き よ え

の水準
すいじゅん

を引き上げたのは[④   ]である。町人の生活や気持ちをえがいた小説を

[⑤   ]というが、その代
だい

表作
ひょうさく

である「好色一代男
こうしょくいちだいおとこ

」を書いたのは[⑥   ]である。歌舞伎
か ぶ き

や人形
にんぎょう

浄瑠璃
じょうるり

の脚
きゃく

本家
ほ ん か

として有名なのは[⑦   ]である。「奥
おく

の細道
ほそみち

」など俳諧
はいかい

を芸術
げいじゅつ

の域
いき

に高めたのは

[⑧   ]である。 

(3) 幕府が学問を奨励
しょうれい

するようになり、各藩
かくはん

は自分たちで藩内
はんない

の武士を教育するために[①   ]をつくっ

た。町人や百姓の子どもに「読み、書き、そろばん」など実用的
じつようてき

な知識
ち し き

を教える[②   ]も多くつくら

れるようになった。 

(4) 5 代将軍[①   ]は、思いやりの心がいきすぎて、「犬を傷つけたら死刑」など、動物を守る極端
きょくたん

なル

ールである[②   ]を出し、庶民
しょみん

の生活は混乱
こんらん

した。 

(5) 江戸時代には、農具
の う ぐ

も大きく発達
はったつ

した。土を深く
ふ か  

耕
たがや

すための[①   ]や、脱穀
だっこく

(稲
いね

からもみを外す)ため

の[②   ]が開発
かいはつ

された。幕府や大名は年貢
ね ん ぐ

を少しでも増やすために、新しく土地を開墾
かいこん

して田畑を広

げる[③   ]に力を入れた。 

(6) 江戸時代は工業
こうぎょう

も発達した。それまでは家の中で製品
せいひん

をつくる家内制
かないせい

手工業
しゅこうぎょう

だったが、商人などが農民

に原料
げんりょう

や道具を貸し付けて製品をつくらせ、できた製品を買い取る[①   ]のしくみが生まれた。さら

に 19 世紀にかけて、商人が農民らを作業所
さぎょうじょ

に集めて製品を生産する[②   ]へと発達した。 

(7) 商
しょう

工業
こうぎょう

が発達し、商品として売るための作物である[①  作物]を作る農民も増えた。それにより米の

価値
か ち

が下がり、武士の生活は苦しくなり、幕府や藩を悩
なや

ませた。そこで幕府は貨幣
か へ い

の質を[② 上げ / 落と

し ]て貨幣を大量
たいりょう

に発行
はっこう

したが、余計
よ け い

に経済が混乱した。その後[③   ]は貨幣の質を戻
もど

したり、長崎

貿易
ぼうえき

を制限
せいげん

したりするなど、政治
せ い じ

改革
かいかく

を行った。 

 

(1)① (1)② (2)① 

(2)② (2)③ (2)④ 

(2)⑤ (2)⑥ (2)⑦ 

(2)⑧ (3)① (3)② 

(4)① (4)② (5)① 

(5)② (5)③ (6)① 

(6)② (7)① (7)② 

(7)③   

 

  



やさしい中学歴史 11-5 前半(p240～252)チェック問題  氏名                              

(1) 財政
ざいせい

赤字
あ か じ

で苦しむ江戸
え ど

幕府
ば く ふ

を立て直すため、8 代将軍
しょうぐん

の[①   ]は、[②  の改革
かいかく

]を行った。年貢
ね ん ぐ

を

少しでも多く取るため、田んぼを増
ふ

やす[③   ]に力を入れた。それでも年貢
ね ん ぐ

はそれほど増えなかった

ため増税
ぞうぜい

を行い、百 姓
ひゃくしょう

の生活はより苦しくなった。享保
きょうほう

のききんが起こったこともあり、百姓が年貢の

引き下げなどを求めて、領主
りょうしゅ

に直訴
じ き そ

したり役所
やくしょ

を襲
おそ

ったりする[④   ]や、都市
と し

の住民
じゅうみん

が米屋
こ め や

など

商店
しょうてん

などを襲う[⑤   ]が増えた。また幕府は、大名
だいみょう

から米
こめ

を献上
けんじょう

させるかわりに参勤
さんきん

交代
こうたい

をゆるめ

る[⑥   ]を行った。人々には質素
し っ そ

な生活をすすめる[⑦   ]を出した。火事の被害
ひ が い

を抑
おさ

えるため、

[⑧   ]のしくみを整
ととの

えた。さらに庶民
しょみん

の意見
い け ん

を政治
せ い じ

に取り入れるため[⑨   ]を設置
せ っ ち

した。裁判
さいばん

の

公正
こうせい

をはかるため[⑩   ]が制定
せいてい

された。 

(2) 米
こめ

中心
ちゅうしん

の経済
けいざい

に限界
げんかい

を感じていた老中
ろうじゅう

[①   ]も幕府の改革を進めた。同じ商売をする商工
しょうこう

業者
ぎょうしゃ

が

同業者
どうぎょうしゃ

組合
くみあい

である[②   ]を結成
けっせい

することを認め、さまざまな特権
とっけん

を認めた。そのかわりに幕府に税金
ぜいきん

を納
おさ

めさせた。また長崎
ながさき

貿易
ぼうえき

をさかんにし、[③   ]の開発
かいはつ

を計画
けいかく

し、調査
ちょうさ

を進めた。 

(3) 蘭
らん

学者
がくしゃ

の[①   ]や前野良沢
まえのりょうたく

らは、オランダ語の解剖書
かいぼうしょ

を翻
ほん

訳
やく

し[②   ]を出版
しゅっぱん

した。[③   ]は

日本で最初にエレキテルをつくった。 

(4) [①  のききん]などの影響
えいきょう

で田沼
た ぬ ま

が失脚
しっきゃく

したあと、8 代将軍
しょうぐん

吉宗
よしむね

の孫
まご

である[②   ]が[③  の

改革
かいかく

]を行った。江戸に出稼
で か せ

ぎに来ていた百 姓
ひゃくしょう

を農村
のうそん

に帰ることをすすめる[④  令]を出した。幕府
ば く ふ

直営
ちょくえい

の教育
きょういく

機関
き か ん

である[⑤   ]では、[⑥  学]以外
い が い

の講義
こ う ぎ

を禁止
き ん し

する[⑦   ]も行った。旗本
はたもと

や

御家人
ご け に ん

を生活
せいかつ

苦
く

から救
すく

うため[⑧   ]を出して、商人
しょうにん

からの借金
しゃっきん

を帳消
ちょうけ

しにしたが、かえって混乱
こんらん

し

た。また凶作
きょうさく

やききんに備えて
そな      

大名
だいみょう

に米をたくわえさせる[⑨  の制
せい

]も行った。 

 

(1)① (1)② (1)③ 

(1)④ (1)⑤ (1)⑥ 

(1)⑦ (1)⑧ (1)⑨ 

(1)⑩ (2)① (2)② 

(2)③ (3)① (3)② 

(3)③ (4)① (4)② 

(4)③ (4)④ (4)⑤ 

(4)⑥ (4)⑦ (4)⑧ 

(4)⑨   

 

  



やさしい中学歴史 11-5 後半(p253～261)チェック問題  氏名                              

(1) 江戸を中心に栄
さか

えた町人
ちょうにん

文化
ぶ ん か

を[①  文化]という。浮世絵
う き よ え

のレベルも上がり、[②   ]の「東海道
とうかいどう

五十三次
ごじゅうさんつぎ

」は大ヒットした。[③   ]の「富嶽
ふ が く

三十六景
さんじゅうろっけい

」も有名である。文学
ぶんがく

では[④   ]が「東海
とうかい

道中
どうちゅう

膝栗毛
ひざくりげ

」を書いた。本居宣
もとおりのり

長
なが

は 35 年の歳月
さいげつ

をかけて[⑤   ]を完成
かんせい

させ、儒教
じゅきょう

や仏教
ぶっきょう

が伝わる

前の日本人の考え方を研究する学問である[⑥   ]を大成
たいせい

させた。また[⑦  学]も発達
はったつ

し、医学
い が く

や

西洋
せいよう

の学問も広まった。 

(2) 天保
てんぽう

のききんが起こり、1837 年には幕府
ば く ふ

の元役人
もとやくにん

である[①   ]が大阪で乱
らん

を起こした。また外国
がいこく

船
せん

の来航
らいこう

がさかんになってきた。これはイギリス人のワットが[②   ]を改良
かいりょう

し、生産用
せいさんよう

機械
き か い

が発明
はつめい

改良
かいりょう

され、工場制
こうじょうせい

手工業
しゅこうぎょう

から[③   工業]に転換
てんかん

する[④  革命
かくめい

]が起こったことから、原料
げんりょう

などを求め

てアジアに進出する国が増えたからである。1792 年には、ロシアの使節
し せ つ

[⑤   ]が根室
ね む ろ

にやって来て、

日本に通商
つうしょう

を求めた。日本を防備
ぼ う び

する必要性
ひつようせい

を感じた幕府は、日本沿岸
えんがん

の地図
ち ず

を完成させる許可
き ょ か

を

[⑥   ]に与えた。その後も外国船の来航が相次
あ い つ

ぎ、幕府は鎖国
さ こ く

を守るため 1825 年に[⑦  令]を出

した。これにより日本人漂 流
ひょうりゅう

民
みん

を運んでくれたモリソン号を砲撃
ほうげき

する事件が起きた。幕府のこのような

政策
せいさく

を厳
きび

しく批判
ひ は ん

した渡辺崋山
わたなべかざん

や高野
た か の

長英
ちょうえい

らが処罰
しょばつ

された。これを[⑧   ]という。 

(3) 外国船の来航や百 姓
ひゃくしょう

一揆
い っ き

、打ちこわしに苦しむ状 況
じょうきょう

を打破
だ は

するため、老中の[①   ]は[②  の改

革]を行った。[③   ]を解散
かいさん

させ、物価
ぶ っ か

を下げようとした。また江戸に出ていた百姓を強制的
きょうせいてき

に農村
のうそん

へ返す[④  令]を出した。さらに江戸や大阪周辺の領地
りょうち

を幕府の直轄領
ちょっかつりょう

にしようとする[⑤  令]を

出した。いずれも失敗に終わった。 

 

(1)① (1)② (1)③ 

(1)④ (1)⑤ (1)⑥ 

(1)⑦ (2)① (2)② 

(2)③ (2)④ (2)⑤ 

(2)⑥ (2)⑦ (2)⑧ 

(3)① (3)② (3)③ 

(3)④ (3)⑤  

 

  



やさしい中学歴史 11-6 チェック問題  氏名                              

(1) 1840 年、イギリスと清
しん

の間で[①  戦争]が起こった。当時、イギリスが清から茶や絹
きぬ

を輸入
ゆにゅう

するとき

に[②   ]で支払
し は ら

っていた。輸入ばかりでは赤字
あ か じ

となるので、まずインドに工業
こうぎょう

製品
せいひん

を輸出
ゆしゅつ

した。そし

てインドから麻薬
ま や く

である[③   ]を清に輸出することで、貿易赤字を解消
かいしょう

していた。これを[④  貿

易]という。これをキッカケに戦争が始まったが、清が負けて、[⑤  条約
じょうやく

]が結
むす

ばれた。多額
た が く

の賠償
ばいしょう

金
きん

を支払うため重い税
ぜい

を課
か

せられた清の農民は[⑥   ]を起こした。そのリーダーは[⑦   ]である。 

(2) 近代
きんだい

国家
こ っ か

になる前の 17～18 世紀のイギリスやフランスでは、強い権力
けんりょく

を持った国王による[①   ]

という政治
せ い じ

が行われていた。それに対し市民は、自由と平等を目指して、市民
し み ん

革命
かくめい

を起こした。アメリカ

では[②  革命]が起こった。これらの革命では、人間の自由や平等を主張する、イギリスの[③   ]、

フランスの[④  や  ]などによる啓蒙
けいもう

思想
し そ う

が後押
あ と お

しになった。 

(3) 1853 年、アメリカの使節
し せ つ

[①   ]が黒船
くろふね

4隻
せき

を率
ひき

いて、神奈川県の[②   ]に来航
らいこう

し、日本に開国
かいこく

を

せまった。翌年
よくねん

、再び日本に来航し[③  条約]が結ばれた。これにより北海道の[④   ]と静岡県の

[⑤   ]を開港
かいこう

することになり、日本の鎖国
さ こ く

は終わった。 

(4) 1858 年、幕府
ば く ふ

はアメリカと[①  条約]を結んだ。これにより下田
し も だ

は閉じられたが、函館
はこだて

、新潟、横浜、

神戸、長崎の 5 港が開かれた。さらに貿易に関する税金
ぜいきん

を自由に決められない、つまり[②  がない]、

また日本にいる外国人が法
ほう

を犯
おか

しても日本の法律
ほうりつ

で裁
さば

けない、つまり[③  を認
みと

める]という、不平
ふびょう

等
どう

条約
じょうやく

だった。 

(5) 欧米
おうべい

との貿易を再開
さいかい

した日本は、主に[①   ]を輸出した。経済
けいざい

が混乱
こんらん

し生活が苦しくなった人々が、

幕府の政策
せいさく

に疑問
ぎ も ん

を持ち始めた。長州藩
ちょうしゅうはん

などは、「天皇
てんのう

の権威
け ん い

を高め、外国人を追い払う」という考えの

[②  論]を主張
しゅちょう

した。天皇の許可
き ょ か

を得ずに不平等な日米
にちべい

修好
しゅうこう

通商
つうしょう

条約
じょうやく

を結んだ、大老
たいろう

の[③   ]

は、特に批判
ひ は ん

にさらされた。そこで幕府の力を見せつけるため、強く批判していた[④   ]を死刑
し け い

にす

るなど、処罰
しょばつ

した。これを[⑤   ]という。この処罰によりさらに反感を買い、1860 年に暗殺
あんさつ

された。

これを[⑥   ]という。 

 

(1)① (1)② (1)③ 

(1)④ (1)⑤ (1)⑥ 

(1)⑦ (2)① (2)② 

(2)③ (2)④ (3)① 

(3)② (3)③ (3)④ 

(3)⑤ (4)① (4)② 

(4)③ (5)① (5)② 

(5)③ (5)④ (5)⑤ 

(5)⑥   

 

 



やさしい中学歴史 11-7 チェック問題  氏名                              

(1) 権威
け ん い

が大きく落ちた江戸
え ど

幕府
ば く ふ

は、朝廷
ちょうてい

の力を借
か

りて江戸幕府の政権
せいけん

を維持
い じ

しようとする[①   ]の

政策
せいさく

を推
お

し進めようとした。そして当時、巨大
きょだい

な兵力
へいりょく

を持ち勢
いきお

いのある藩
はん

は、鹿児島県の[②  藩]と

山口県の[③  藩]であった。 

(2) 薩摩藩
さつまはん

では、大名
だいみょう

行列
ぎょうれつ

を横切ったイギリス人を武士が殺害
さつがい

する[①  事件]をキッカケに[②  戦争]

となった。薩摩藩はイギリスに惨敗
ざんぱい

した。また長州藩
ちょうしゅうはん

では、下関
しものせき

海峡
かいきょう

を通る外国
がいこく

船
せん

を砲撃
ほうげき

し、四か国

連合
れんごう

艦隊
かんたい

による報復
ほうふく

を受け敗北
はいぼく

した。これにより薩摩藩も長州藩も外国
がいこく

勢力
せいりょく

を撃退
げきたい

する攘夷
じょうい

は不可能
ふ か の う

と

わかり 1866 年[③  同盟]を結んだ。その説得
せっとく

をしたのが土佐藩
と さ は ん

の[④   ]である。 

(3) 1867 年、江戸幕府の 15 代将軍
しょうぐん

[①   ]が、政権を朝廷
ちょうてい

に返上
へんじょう

する[②   ]を行った。それを受

け朝廷は[③   ]を出し、天皇の政治に戻ることを宣言
せんげん

した。 

(4) 1868 年、旧幕府軍
きゅうばくふぐん

と、薩摩長州を中心とする新政府軍
しんせいふぐん

が京都
きょうと

で激突
げきとつ

する[①  の戦い]が起こった。西郷
さいごう

隆盛
たかもり

と勝海舟
かつかいしゅう

の話し合いにより、江戸城は戦いをすることなく明
あ

け渡
わた

された。それでも旧幕府軍の一部は

新政府に抵抗
ていこう

した。この 1868 年から 69 年まで続く旧幕府軍と新政府軍の一連
いちれん

の戦いを[②  戦争]と

いう。最後は函館
はこだて

の[③  の戦い]で、旧幕府軍は降伏
こうふく

した。 

 

(1)① (1)② (1)③ 

(2)① (2)② (2)③ 

(2)④ (3)① (3)② 

(3)③ (4)① (4)② 

(4)③   

 


